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学童の申し込み方法の改善を 

申し込み用紙の配布時期と申し込み時期が異

なっているので申し込み期間に窓口に行ったが、

用紙がもらえなかった方があったので配布期間

と申し込み期間を一致させるよう質し、それが実

現しました。 

 また２度窓口に行かなくてもいいように、申し

込み用紙をＨＰからダウンロードできるように

という要望も実現しました。 

 今年度から担当課の変更で、申し込み窓口が変

更になる可能性もあるので、その点も含め、変更

になる点についてしっかりと周知するよう要望

しました。 

みわ 陽子議員 
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夏休みの待機解消し、入所通知を早く 

 ５月末で通年利用28人、長期学校休業日のみ利用

で53人の待機があることがわかり、夏休みにむけて

待機解消の方策をたずねました。 

 布袋小では特別教室、古知野西小では分室を利用す

ること、指導員確保にはHPやハローワークでの募集、

人材派遣会社の活用などで待機解消をめざしており、

６月末までには入所通知を出すとの答弁でした。 

 仕事のシフトが組めないので、せめて１か月前の６

月20日までには通知をと要望しました。 

 週15.5時間以上２０時間未満勤務の指導員22名

に近隣市町並みに期末勤勉手当を出すよう市長に強

く求めました。 

 

市北部地域に新たな公共交通の導入を検討

する検討部会が始まりました。いこまいCAR

の深刻なひっ迫を解決するのが目的です。 

しかし、いこまいCARを市全域で存続させ

つつ新たな公共交通を追加する方針のため、そ

の理由を質しました。 

「仮に停留所間を運行する公共交通サービス

を導入する場合でも、自宅から停留所までの移

動が困難な方の生活の足として、いこまいＣＡ

Ｒには一定の役割がある。新たな公共交通を検

討する中で、整理していく」との答弁でした。 

また検討部会委員の任期は2年間であるた

め、スピード感をもった検討と速やかな実証運

行の開始を求めました。 

「スピード感を意識し、地域ニーズと合理性

を兼ね備えたより良い公共交通になるように

協議する」との答弁でした。 
 

「市公共交通は充足している」という 
まちがった現状認識の「基本的な考え方」
の修正を 

 

江南市の令和 9 年度末までの方針をしばる

「地域公共交通の基本的な考え方」の時点修正

について当局から言及がありました。 

「基本的な考え方」は、市の公共交通は充足

しているので10年間は（令和9年度末まで）現状

維持でよいとした内容です。この際、中味に踏

み込んだ修正を求めました。 

「新たな公共交通は、基本的な考え方に規定

のない、新規の公共交通サービスになる可能性

が十分あるため、新たな交通ネットワークとし

て加える時点修正が必要。基本的な考え方は令

和9年度までのため、検討部会の内容等を踏ま

え、新たに「地域公共交通計画」の策定に向け

て進める必要がある」と、全体として前向きな

答弁が得られました。 
 

布袋高架下にできた南部リサイクルセンターは登録者391人、４、５月利用者は延2190人

ということがわかりました。日曜日に開いていて、遠い地域からの利用者もあるようなので、是非

早く市の真ん中あたりにもリサイクルセンターを作ってほしいと要望しました。 

 立ち当番の負担軽減の方策についての質問には、今年度から各区に12000円の収集容器設置

のための協力金を交付するので、それも使って立ち当番の負担をへらすよう各区で工夫をしてほし

いとの答弁でした。 区まかせではなく、市として市民が困っている立ち当番をなくしていくため

の方法を提案してほしいと要望しました。 
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